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神奈川県保健医療計画 進捗状況評価調書 

 

 

 

 

とりまとめ担当課：保健福祉局保健医療部保健予防課 

 

１ 課題に対する平成 25年度の取組実績 

 

２ 参考指標の推移 

 

３ 課題ごとの進捗状況の評価 

（１）連携機能の強化 

（１） 連携機能の強化 

 

→ 難病相談・支援センターにおいて、ハローワークや障害者/就労相談センターと連携

し、就労支援の強化を図った。 

→ 拠点病院の医師等が委員となっている難病対策協議会を１回開催し、難病対策に係る検

討を行った。 

（２） 難病患者等に対する支援 

 

→ 難病患者に対するより公平・安定的な支援の仕組み等、難病患者の負担軽減が図られる

施策となるよう国に対して要望した。 

→ 新たに湘南東部地域におけるレスパイトの受け入れ施設を指定した。 

取組 

区分 

指標 

区分 
指標名 単位 

神奈川県 
出典等 

H24年度 H25年度 

 

 
      

評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 

・難病患者の就労支援に資するため、難病相談・支援センターにおいて、公共

職業安定所に配置される難病患者就職サポーターと連携し、難病患者の雇用促

進の強化を図った。 

評価理由 

 就労を希望する難病患者を支援するためのネットワークが構築されるなど、

相談体制の強化が図られており、課題解決に向けて比較的順調に進捗してい

る。 

今後の取組み

の方向性 

 地域における難病患者の療養生活支援の課題解決のための、保健所を中心と

した「難病対策地域協議会」の設置に向け、関係機関と協議していく。 

５事業５疾病用 

＜項目＞ 

第７章 保健・医療・福祉をつなぐしくみづくりの推進  

第５節 難病対策 
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（２）難病患者等に対する支援 

 

 

４ 総合評価 

 

評価 評価理由 

Ｂ 
 難病患者に対する支援について、関係機関と調整を図るなど課題解決に向けて

比較的順調に進めている。  

 

５ 特記事項 

評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 

・国において行なわれていた難病患者に対する総合的な施策の実施や支援の仕

組みの検討にあたり、難病患者の負担が軽減されるよう要望等を行なった。 

・在宅で療養する重篤な患者を介護する家族の負担軽減を図るレスパイト事業

において、患者の利便性を向上させるため、今まで指定されていなかった湘南

東部地域において、新たに指定をした。 

評価理由 

 レスパイトに対応できる施設を新たに指定するなど介護に当たる家族のスト

レスの軽減など総合的な支援を着実に進めており、課題解決に向けて比較的順

調に進捗している。 

今後の取組み

の方向性 

 平成 26 年５月 30 日に公布された「難病の患者に対する医療等に関する法

律」に基づき難病患者への総合的な支援を行なっていく。 

平成 26 年５月 30 日に「難病の患者に対する医療等に関する法律」が公布され、平成 27

年１月１日より施行されることとなった。 

法律では、難病患者に対する良質かつ適切な医療の確保及び難病患者の療養生活の質の

維持向上を図るとしていることから、県としても確実に法律に基づく施策を進めていく。 

 

 

 

 


